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１．問題と目的

筆者らは、女の子・女性の自閉スペクトラム症（以下、ASD）の実践報告を行ってきた（木谷ら，2019、

木谷，2019、木谷・岩男，2019）。これらの報告を通して、従来の男の子・男性の行動様式が中心であった

ASD の適応行動や社会的障害に対する新たな視点を投げかけてきた。具体的には、「多様性ある」・「ジェン

ダー・フリー」な生き方と同時に、多様なアバターが表現できる安心・安全な環境の保障の重要性である

（池上，2017）。もちろん、こうした環境の再調整は、男女関係なくすべての ASD に不可欠である。ところ

が、この数年で報告が増えてきた“Social Camouflaging”の研究を通して、女性 ASD と男性 ASD との比較

や、女性 ASD に特有なカモフラ―ジュの方略について研究が進んでいる（Lai et al.,2011、Rynkiewitz et 

al.,2016、Lai et al.,2017、Hull et al.,2017）

“Social Camouflaging”は、「社会的場面において、ASD 自身の自閉的特性を目立たないように見せる方略」

と定義されている（Hull et al.,2019）。同時に Hull らは、“Social Camouflaging”を 3 因子構造から説

明している。第 1因子が、Compensation（補償：社会的な困難さやコミュニケーションの困難さを補償する

ための方略）、第 2因子が、Masking（仮面：自閉症でない、あるいは自閉症らしくない仮面を他人に見せる

ための方略）、第 3 因子が、Assimilation（同化：自分にとって不快な状況でも、不快に感じていると他者

にはわからないよう周囲に合わせるための方略）である。特に女性 ASD においては、社交不安や感覚過敏な

どを抱えることが多く、周囲からの評価に過敏な反応が生じやすいため、結果的に自己肯定感の低下を防衛

するための過剰適応方略を取りやすいことが指摘されている。ところが、過剰適応方略が新たなストレス因

となり、様々な精神的不調として、選択性緘黙、社交不安障害、心身症等を呈するリスクをさらに高めると

いうことも考えられる（木谷ら，2019）。

筆者らも、女性 ASD の当事者活動を通して女性 ASD の生きにくさを実感してきたが、客観的なエビデンス

として、こうした“Social Camouflaging”を含めた女性 ASD の日常生活での生きにくさについて質的・量

的研究を進めることはなかった。しかしながら、筆者らが実践している「アスペガールの集い」などの実践

活動に参加することによる質的変化が実際に生じているかどうかも検討することが、本当の意味での「多様

性のあるジェンダー・フリー」な生き方を自由に表現できる安心・安全な活動として、今後も女性 ASD が主

体的に参加できることにつながっていくと考えが変化してきている。

そこで今回の報告では、砂川（2015）、Milner ら（2019）、Hull ら（2019）を参考にしながら、女性 ASD

特有な体験の質的調査として、2017 年度から 2019 年度までの 3 年間の取り組みを振り返る半構造化面接を

実施し，“Social Camouflaging”の特徴及び活動に対する参加者の思い，経過を通してみられた参加者同士

の関係性の変化，及び「自己理解」が促進される要因について検討することを目的とする。
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なお、“Social Camouflaging”の言葉自体が、わが国には十分に浸透していない現状を考えて、この後は

「カモフラージュ」で統一することとする。

２．「アスペガールの集い」のプログラム概要

この実践活動の内容については、筆者らの報告を参照願いたい（木谷ら，2019、木谷・岩男，2019）。こ

の実践活動も、2019 年度で 3年目を迎えて、個々の参加者が、本当に自由な時空間で、（楽しむというよりも）

くつろぐ姿が印象的になってきた。また、スタッフとして女性の臨床心理士 /公認心理師がサポート（基本

的に１対１での個別対応はしていない）しているが、この 1年間は、参加者同士が共通する趣味などを通し

て仲間関係を築き始めて、主体的に仲間意識を高めている状況が見られるようになっている。

特に参加者の主体性がより明白に見られるのが、1泊 2日で実施している合宿である。2019 年度の合宿で

は、入浴後の自由な時間になると、スタッフが関わることもなく、参加者だけで 2時間以上同じ部屋で一緒

に時間を過ごし、恋愛・学校・身体のことなどをくつろいで話していたことは印象的であった。

しかしながら、以上のような筆者らの実践感覚と当事者との意識のずれが生じていないかも懸念されるた

め、今回の調査を実施する運びとなった。

３．方法

３－１ 対象者

今回は予備的調査として、「アスペガールの集い」に参加している 3 名の女性 ASD を対象とした。それぞ

れのプロフィールは表 1に示すが、3名ともに専門医から ASD の診断と診断告知を受けている女性である。

３－２ 倫理的配慮

倫理的配慮として、通常の活動及び今回の調査面接

に関して、本人及び保護者に対して、事前に個人情報

の保護や記録の方法、記録媒体の管理、研究成果の公

表などについて十分に説明し、書面での同意を得た。

３－３ 半構造化面接の手続

半構造化面接は、3 名が既知の場所である B 大学の面接室で行った。最寄りの駅まで面接者が迎えに行き、

面接室まで移動した。面接室は空調の調整が可能であり、温度や明るさの調整が可能な安心できる空間とな

るよう配慮を行った。面接の前に、再度調査内容の説明を行い、途中で調査を止めることも可能であること、

答えたくない質問には答えなくても問題がないこと、個人情報の保護に配慮することを再度確認した後に、

実際の面接を行った。面接自体は一人あたり 1時間程度であり、対象者の心身の疲労に配慮しながら、適宜

休憩を取るようにした。

３－４ 半構造化面接の質問事項

半構造化面接のインタビュー項目（表２）は、Milner ら（2019）を参考にしながら、①「日常生活の中

で違和感を含めた感覚、規範と調整」および、②「ガールの集いのような集団の中での感覚、規範と調整」

の大きく 2つの内容について尋ねる項目とした。より具体的には、①に関しては、学校・友だち集団内でど

のように「カモフラージュ」していたか。きっかけは何か、②に関しては、ⅰ）グループ活動や合宿という

場で感じる、普段の社会的相互交流の場との違い、ⅱ）参加している女性 ASD や女性スタッフとの関係性の

変化について質問する項目とした。インタビューにおける留意点として、個々の特性に合わせながら聴取した。

３－５ 面接の内容の分析

今回実施した半構造化面接の結果については、３名それぞれの「語り」の内容を重視して分析を進め

た。①「日常生活の中で違和感を含めた感覚、規範と調整」に関するインタビュー結果の分類にあたっては、

Hull ら（2019）の Social Camouflaging Model を参照した。

表 1 対象者のプロフィール
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表 2 インタビュー項目

＜○○さんが、アスペガールの集いに参加していて、これまで経験してきた学校集団や友達関係と違ってい

ると思うところは、どんなところですか？＞

→違うなあと感じ始めたのは、何歳くらいからか。また、そう感じたきっかけは？

→自分自身の振る舞いについて。どのように調整しているか。

→周囲の基準、規範を感じることはあるか。それに合わせなければという圧力を感じることがあるか。

→難しいなと感じるのはどんなときか。

→その結果、心や体にどんな影響がありましたか？（家に帰ると力が入らなくなる、食欲がなくなる、眠れ

なくなる、頭痛がするなど）

＜逆に、ここは集いも普段の社会も同じだなと思うところは、どんなところですか？＞

＜今あげてくださった（違うと思うところ／同じだと思う）ことからは、○○さんにどんな気持ちが浮かん

できますか？＞

＜○○さんにとって、集いの他の参加者の方はどのような存在ですか？＞

＜その関係性は、３年間でどのようになってきましたか？＞

＜集いで、女性だけの空間に集まり、一緒に時間を過ごすことについてどんな考えをもっていますか？＞

＜普段の生活で、女性だけで集まることはありますか？それはどんな時間ですか？＞

（最後の質問として）＜質問に答えながら、改めて、この集いを通して気づいたことがあれば、教えてくだ

さい＞

４．結果

４－１ 「日常生活の中で違和感を含めた感覚、規範と調整」の分析結果

3 名の「語り」の内容を分析した結果、①「日常生活の中で違和感を含めた感覚、規範と調整」に関す

る項目についての語りを、表 3 のように整理した。なお、分類の方法は、Hull ら（2019）が作成した CAT-

Q(Camouflaging Autistic Traits Questionnaire) に従って、 “Compensation”、 “Masking”、 “Assimilation”

に 3つに分類する。

表 3 日常生活の中で違和感を含めた感覚、規範と調整に関する「語り」の内容
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その結果、3名の主な方略としては、“Compensation”が 6回、 “Masking”、が 4回、“Assimilation”が 8

回使用されている。同時に、その内容を詳細に検討すると、カモフラージュの方略については以下のような

傾向が認められる。

①複数のカモフラージュ方略を組み合わせながら、社会的場面に対応している。

②  3 名の発達段階や、そのとき取り巻く周囲の人との相互作用によって、選択するカモフラージュを変化さ

せている。特に、高校生までのエピソードで顕著に見られている。高校以降では、日常生活でも比較的

自分で工夫した距離感で社会参加をしていることが示唆される。

③ 基本的姿勢として、圧倒的な多数派である定型者のルールや規範を理解しながら参加しようと、絶え間な

い認知的努力（絶え間ない周囲の観察と対処）を重ねており、結果として疲労感が強くなっている。

４－２ 「『アスペガールの集い』のような集団の中での感覚、規範と調整」の分析結果

次に、「『アスペガールの集い（表中では、「集い」）』のような集団の中での感覚、規範と調整」に関する

項目についての語りは、その語りのキーワードを抽出した結果を表 4に示す。

表 4 「集い」のような集団の中での感覚、規範と調整に関する「語り」の内容
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3 名に共通するキーワードとして、「集い」での「居心地のよさ」についての語りが見られた。具体的には、

「全否定されない感覚」があること、「考えるという認知的努力を伴わない」で、「自分らしく場にいられる」

安心できる場所を示している。こうした「自分らしい」振る舞いができる場では、「自分らしい」表現も可

能であり、参加者同士で相互に理解しあう関係性へと繋がり、それがまた自分自身の世界を広げていると捉

えた参加者もいた。

５．考察

５－１ 今回の調査から見えてきた「カモフラージュ」の方略

Cage & Troxell-Whitman（2019）の調査では、女性 ASD（対象は 18 歳～ 66 歳）の場合、男性 ASD よりも

ストレスの程度が高い傾向（p=0.084）が見られる。また、「カモフラ―ジュ」の方略を使用する理由では、

女性 ASD では「それぞれの状況に適応する」理由で使用する場合が、「特定の対象との関係」よりも有意に

高いだけでなく、「それぞれの状況に適応する」理由で使用する頻度が、男性 ASD よりも有意に高いことを

指摘している。さらに、ASD 全体で、２つの理由の間で方略をしばしば「切り替える」ASD の場合、「いつも

低い」ASD よりも不安やストレスが有意に高いことも指摘されている。

この Cage & Troxell-Whitman の結果と、本調査の結果を比較すると次の点が指摘できる。第 1 に、3 名

ともに、「それぞれの状況に適応する」理由による場面としては、「どのような話題であっても同じグループ

の人と話す」、「周囲から自分がどのように見られているか意識する」、「男子と接する際に他の女子からの見

え方を意識し調整する」、「雑談では気になったことがあっても指摘しすぎないよう言動を調整する」、「集団

に受容れられるために上手く振舞っている他者を観察し差を埋めるよう努力する」、などの「カモフラージュ」
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の方略が具体的に語られている。その一方で、こうした「カモフラージュ」の方略を続けた後には「身体の

凝りや疲れを感じたり」、「どのような行動を選択すべきか強く混乱し、ここにいても良いかわからなくなっ

たりする」など、「カモフラージュ」することに伴う不安（視覚・聴覚過敏を有する場合には、社交不安）

やストレス体験が語られている。

それでも、3 名とも現状の日常生活では、「自分の距離感を維持しながらの参加」という形で、学校や社

会的状況でも、強い不安やストレスを体験することなく対応できるようになっている。こうした発達的変化

の説明として、「多面的な自己を持ちつつも、精神的健康を保っている」という定型発達の新たな青年期の

アイデンティティである「多元的自我」（木谷・岡本，2018）の視点が注目される。池上の自閉症者のアバター

の研究（2017）に見られるように、この定型発達の青年期に見られる発達的特性は、ASD の場合にも適用可

能だと考えられる。無理に過剰適応しているように見せる「カモフラージュ」の方略から、少しずつ自分自

身を解放する過程を通して、成長とともに「多元的自我」である複数のアバター（自分らしさを表現できる

アバターも含む）を能動的に「切り替える」肯定的スキルを活用できるようになると推測できる。

こうした「カモフラージュ」がもつ肯定的側面への新たな気づきに関して、「アスペガールの集い」がど

のように貢献できたかについて、次節で検討してみたい。

５－２ 「自分らしい」振る舞いと表現ができる場としての「アスペガールの集い」

長い間にわたる社会的カモフラージュの結果として、Hull ら（2017）が指摘しているように、自分自身

への強い混乱状態に至る場合も想定できる。つまり、不安や抑うつ状態であり、そこに外傷的体験が生じる

と PTSD の様相を呈するリスクも高い。その場合は、それまでの内在化障害から行動レベルでの外在化障害

に移行する場合もあり、女性 ASD の場合には、性の問題が絡むこともあり、予防的な体制作りを検討する必

要性が非常に高くなる。

そこで、筆者らが継続している「アスペガールの集い」では、「自分らしい」振る舞いと表現ができる自

由な時空間を保障する場を提供してきたが、今回の 3名の語りからは、そのような場を設けたことによって、

大きく 2つの効果があったと考えられる。第 1に【“グループ”の効果】、第 2に【女性の ASD グループ特有

の効果】である。

５－２－１ 「カモフラージュ」から解放される【“グループ”の効果】

この【“グループ”の効果】について、グループ参加初期から現在に至るまで、グループの中で「否定さ

れない安心感」があることを２名の参加者が語ってくれた。個人による意見の違いを伝え合うことはグルー

プ内でもあるが、「全否定される感覚には陥らない」ことが日常生活場面や社会的場面（学校など）との大

きな違いである。こうした対人関係を初期から一貫して経験する中で、グループに居ることへの安心・安全

感と所属感を醸成していくプロセスが伺われる。

また、グループ開設当初より、筆者らは「自分らしい振る舞い」、「できない時は『できない』と言って

いいこと」を大切にしている場所であることを言語的、非言語的に明示してきた。それに呼応するように、

自分らしく振舞う他の参加者を目にする体験は、「自分も無理にでも誰かに合わせないといけないのではな

いか」とする日常の Compensation から解放され、Masking しなくても「まぁ、いっか」と自分らしくいる、

同時に、「（できないことを含めて）思ったことを表現しても大丈夫だ」と Assimilation なく、リラックス

して表現することにつながっている。こうした【“グループ”の効果】の過程を通して、「カモフラージュ」

からの解放が可能になると考えている。

さらに、グループ参加者との関係の変化について尋ねた語りからは、このような「居心地の良い」「考え

ずに済む」グループは、特にスタッフから強く促さずとも、他メンバーの状況、性格、趣味嗜好、対人関係

の取り方について、自分と異なる他者への理解を深めていく素地となっていることが示唆される。こうした

新たな他者理解を通して、今までの自分についても振り返る機会となり、自己理解を深めていくだけでなく、

他者と自分との関係性の変化に気づく、新たな関係性理解の場としても機能するようになる。こうした一連

のプロセスを通して、「カモフラージュ」から解放される効果が促進されると言える。

５－２－２ 多様性が育まれる【女性 ASD グループ特有の効果】

【女性 ASD グループ特有の効果】については、スタッフも含めて女性しかいない空間だからこそ可能な相
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談ができる場として機能している。具体的には、感覚調整に伴う悩み事や生理に伴う悩み事の相談などがあ

げられる。前者は、日常生活の中ではわかってもらいづらく怠慢かのように扱われたり、共感が得られな

かったりする悩み事であり、後者は、男性 ASD が多数を占める自助グループなどでは語りづらい悩み事であ

る。特に感覚の過敏さには、家族でも共通理解を得られることが少なく、他の参加者が語った言葉を通して、

初めて自分自身の感覚世界の独特さに気づく場面も多い。そう気づいて、話したい、尋ねたいと思った瞬間

に気軽に話せ、共感を得たり、情報を得たりすることを可能にする空間は、女性 ASD にとって真に必要な知

識やスキルを身に付ける貴重な場となることは確かである。

しかも、同じ障害を抱える当事者同士だからこそ生まれる共感性（Komeda el al.，2015）を通して「ゆ

るやかな関係性」が広がり、相談したりされたりといった年上年下の参加者が自然な形で集まり、物理的距

離だけでなく，喜怒哀楽の表情が自然に表出されることがプログラムを重ねる毎に増えてきている。こうし

た「ゆるやかな関係性」の構築と並行しながら、女性スタッフが支援することから、女性 ASD が陥りやすい

「孤独化を防ぐ」機能となるだけでなく、「自分らしい」振る舞いや（女性スタッフが特に支援をしている）

表現を可能にする対人関係の基盤になる多元的自我の形成に寄与すると考えられる。

５－３ 今後の課題

今回の予備的調査では、３名の女性 ASD による質的探索を行った。その結果からでも、女性 ASD が日常生

活で苦悩する姿が、さまざまな「カモフラージュ」の方略からも理解できる。しかしながら、今回の結果が

「アスペガールの集い」に参加している女性 ASD に特徴的な結果かどうかについては、今後さらに調査人数

を増やすだけでなく、こうした自助グループに参加経験のない青年期の女性 ASD との比較も必要になってく

る。また、青年期の男性 ASD との異同についても検討する必要性があることも確かである。

こうした精緻な調査を計画するためにも、今後もっとも大きな課題としては、“Social Camouflaging”や

「カモフラージュ」の概念について、十分な再検討を行う必要がある。

付記

今回の報告は、科学研究費補助金（科研番号：16K04366, 研究代表者：木谷秀勝）により調査研究の一部

であり、第 60 回日本児童青年精神医学会総会において、共同執筆者の岩男芙美が報告した内容に加筆・修

正したものである。本調査研究の実施にあたっては、個人情報の保護や学会発表・論文化に際しては保護者

及び参加者自身に文書で承諾を得ている。

また、今回の報告にあたり、医療法人なかにわメンタルクリニック院長中庭洋一先生に、福岡市自閉症児

者親の会高機能部会「たんぽぽ」会長小田陽子氏には多大な協力を賜っていること厚くお礼申し上げます。
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